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取扱説明書

●安全に正しくご利用していただくため、ご使用前にこの「取扱説明書」と
「安全パンフレット」（別添）をよくお読みください。

●保証書（別添）は、お買い求めの販売店で記入いたしますので、内容をよ
くご確認のうえ、この取扱説明書とともに大切に保管してください。

●この取扱説明書には、 本機で操作するCDチェンジャーの操作説明も含
まれています。 CDチェンジャーの取扱説明書には、 操作説明が記載さ
れておりません。

このたびは、アゼスト商品をお買い求めいただきまして、まこ
とにありがとうございました。
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本機は、AM/FMラジオとカセットデッキ、CDデッキを内蔵し、別販のCDチェンジャーを接続して
コントロールできるセンターユニットです。

■表示部
・車内をカラフルに演出する6パターンのスペクトラムアナライザー（18ページ）とルーレットイル
ミ表示（37ページ）

・ルーレットイルミボタンの照明色が選べる（グリーンまたはアンバー）ダブルイルミネーション（37
ページ）

■操作性に優れたα（アルファ）-タッチコントローラー
シンプルな操作と多機能を両立させたα-タッチコントローラーを採用（6ページ）

■ラジオ部
・AMステレオ放送対応（22ページ）
・プリセットが簡単なオートストア機能で、FM12局、AM12局をメモリー（25ページ）
・メモリーした放送局を7秒間ずつ受信するプリセットスキャン機能（25ページ）

■カセットテープ部
・テープ挿入時に、ゴミやホコリからテープメカニズムを守るオートシャットドア機能（26ページ）
・ノイズを低減するドルビーBノイズリダクションシステム（29ページ）
・12秒以上の無録音部分をとばして演奏するブランクスキップ機能（30ページ）
・演奏曲の最初の10秒間ずつを演奏するFFスキャン機能（29ページ）
・演奏中の曲を繰り返し演奏するリピート機能（30ページ）
・演奏中の曲、または次の曲の頭出しを行うAPC機能（28ページ）
・早送り/巻戻し中にラジオモードやCDモードに切り換えても、これらの動作が終了してから止まる
モニター機能（28ページ）

■CDプレーヤー部
・演奏中の曲を繰り返し演奏するリピート機能（35ページ）
・全演奏曲の最初の10秒間ずつを演奏するスキャン機能（35ページ）
・1枚のディスクの曲を順不同に演奏するランダム機能（36ページ）

■CDチェンジャーコントロール部（別販品を接続してください）
・演奏中の曲を繰り返し演奏するリピート機能（45ページ）
・演奏中のディスクを繰り返し演奏するディスクリピート機能（45ページ）
・全演奏曲の最初の10秒間ずつを演奏するスキャン機能（44ページ）
・全ディスクの1曲目の最初の10秒間ずつを演奏するディスクスキャン機能（44ページ）
・1枚のディスクの曲を順不同に演奏するランダム機能（46ページ）
・収納しているCDの曲を順不同に演奏するディスクランダム機能（46ページ）

主な特長

目　次

■はじめに

ご使用の前に知っておいていただきたいご注意や、この取扱説明書で使っている各部
の名称などを説明しています。

主な特長 .......................................................................................................... 2
ご使用の前に................................................................................................... 4
各部の名称とはたらき ................................................................................... 6
別販カードリモコン(RCB-116-500)の使いかた ................................... 8
　各部の名称................................................................................................... 8
　ラジオの操作 ............................................................................................... 9
　カセットテープの操作............................................................................. 10
　CDの操作（CDチェンジャーの操作）..................................................... 11
　表示を切り換える .................................................................................... 12

■基本の操作 13
本機にスピーカーを接続するだけでお楽しみいただける機能を説明しています。

準備する ....................................................................................................... 14
ラジオ放送を聴く........................................................................................ 21
カセットテープを聴く ................................................................................ 26
CDを聴く ..................................................................................................... 31
設定する ....................................................................................................... 37

■CDチェンジャーの操作 39

本機とスピーカーの他に、別販品のCDチェンジャーを接続したときにお楽しみいた
だける機能を説明しています。

■その他 47

システム配線例............................................................................................ 48
アフターサービスについて ........................................................................ 50
製品構成 ....................................................................................................... 51
故障と思われる前に .................................................................................... 52
エラー表示について .................................................................................... 53
仕様 ............................................................................................................... 54

は
じ
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に

「CDチェンジャーの操
作の詳しい　目次は、
39ページをご覧くださ
い。

「基本の操作」の詳しい
目次は、13ページをご
覧ください。

 安全に正しくお使いいただくために
安全に正しくお使いいただくため、ご使用前にこの「取扱説明書」と「安全
パンフレット」（別添）をよくお読みください。

また、この取扱説明書と安全パンフレットは大切に保管してください。
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ご使用の前に

本体のお手入れについて

●本機をお手入れするときには、やわらかい乾いた布で軽くふいてくださ
い。汚れがひどいときは、水で薄めた中性洗剤をやわらかい布につけて
軽くふきとり、乾いた布で仕上げてください。

●ヘッドが汚れると、高音域が低下します。いつも良い音質でお聴きいた
だくため、ときどき、市販のクリーニングテープでヘッド表面をクリー
ニングしてください。

自動車用クリーナーなどは
使用しないでください。変
質したり、塗料がはげる原
因となります。また、ゴムや
ビニール製品を長時間接触
させておくと、シミのつく
ことがあります。

カセットテープについて

●カセットテープを挿入するときにテープがゆるんでいると、誤動作を起
こす場合があります。テープのゆるみをなおしてから挿入してくださ
い。

●テープヘッドやカセットテープに、磁石やドライバーなど、鉄類や磁石
類は近づけないでください。

●C-120タイプのカセットテープは、テープが非常に薄く、伸びたり切れ
たりしますので、使用しないでください。

●ラベルのはがれたカセットテープやケースが変形しているカセットテー
プは、使用しないでください。故障の原因となります。

●直射日光の当たるところには放置しないでください。
●長時間使用しないときは、カセットテープを本機から抜き取り、ケース
に入れてください。

取り扱い上のご注意

●車内が極度に冷えた状態のとき、ヒーターを入れてすぐに本機を使用す
ると、CDや光学部品が曇って正常な動作を行わないことがあります。
CDが曇っているときは、やわらかい布でふいてください。また光学部品
が曇っているときは、1時間ほど放置しておくと、自然に曇りがとれ、正
常な動作に戻ります。

●本機は精密な機構を使用しているため、万一異常が発生したときでも、
絶対にケースを開けて分解したり、回転部分に注油したりすることはや
めてください。

●CDを演奏中、振動の激しい悪路を走行すると、音飛びを起こすことがあ
ります。

●8cmシングルCDをイジェクトした状態で走行しないでください。走行
中の振動により、ディスクが落下する恐れがあります。

●本機のディスプレイ部（アクリル部品）の一部分に、細いスジが見える場
合があります。これは製造過程でやむを得ず生じるもので、「傷」や「ひび
割れ」などではありません。また、本機の性能および安全性を損なうもの
ではありません。

注意
樹脂加工部に、ベンジンや
シンナーなどの溶剤を使
用しないでください。部品
変形により故障し、火災な
どの原因となることがあ
ります。

警告
本機を分解したり改造し
たりしないでください。事
故や火災、感電の原因とな
ります。

CDについて

マークのついたCDをご使用ください。

また、ハート型や八角形など、特殊形状のCDは使用しないでください。

■取扱い上のご注意

●レーベル面（印刷面）に文字などを記入しないでください。
●セロハンテープやレンタルCDのラベルなどの糊がはみ出したり、はがし
た痕があるCDは使用しないでください。そのままCDプレイヤーに入れ
ると、CDが取り出せなくなったり、故障の原因となります。

●ディスク面には、傷や指紋をつけないように扱ってください。
●新しいCDには、ディスクの周囲
に「バリ」が残っていることがあり
ます。このようなCDをご使用に
なると、動作しなかったり音飛び
の原因となります。CDにバリが
あるときは、ボールペンなどでバ
リを取り除いてからお使いくださ
い。

■保管時のご注意

次のような場所には保管しないでください。
●直射日光の当たる場所
●湿気やホコリの多い場所
●暖房の熱が直接当たる場所

■お手入れ

●汚れたときには、やわらかい布で、内側から外側へ向かって、よくふい
てください。

●従来のレコードクリーナー液やアルコールなどでふかないでください。

ボールペン�

バリ�

は
じ
め
に
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各部の名称とはたらき

は
じ
め
に

1 CDイジェクトボタン（  ）
・すでにCDが入っているときに押すと、CDが
イジェクトされます。

2ルーレットイルミボタン（1～6）
・各モードでの動作状態をボタンのダブル照
明で表現します。（ルーレットイルミ）
・ラジオモード時には、放送局をメモリーして
直接呼出します。
・CDチェンジャーモード時には、CDを選択し
ます。
・ディスプレイボタンまたはバンドボタンと
同時に押すことにより、各種設定を行いま
す。

3スキャンボタン（SCN）
プリセットスキャン/オートストア
ボタン（PS/AS）
・テープモード、CDモード、CDチェンジャー
モード時に、約10秒間ずつスキャン演奏し
ます。
・ラジオモード時に、自動的に放送局をメモ
リーしたり、メモリーされた放送局を確認で
きます。

4ランダムボタン（RDM）
ドルビーNRボタン（DOLBY B NR）
・CDモードまたはCDチェンジャーモード時
には、ランダム演奏をします。
・テープモード時には、ドルビーNR設定ボタ
ンになります。

5リピートボタン（RPT）
ブランクスキップボタン（BLS）
・テープモード、CDモード、CDチェンジャー
モード時に繰り返し演奏をします。
・テープモード時に無録音部分をスキップし
ます。

6プレイ/ポーズボタン（ ）
ミュートボタン（MUTE）
・テープモード、CDモード、CDチェンジャー
モード時には演奏と一時停止をします。
・ラジオモード時には消音します。

α-タッチコントローラーの使いかたは、本機の大切な基本操作です。まず最初に覚えてください。
-タッチコントローラーの操作

α -タッチコントローラーを無理に回転させないでください。必要以上に力を加えると破損や故
障の原因となります。

「故障と思われる前に」

（52ページ参照）

7ディスプレイボタン（DISPLAY）
スペアナボタン（SPE/ANA）
・ディスプレイ表示やスペアナ表示を切り換
えます。

8バンドボタン（BAND）
プログラムボタン（PROG）
トップボタン（TOP）
マガジンボタン（MAG）
・ラジオモード時には、バンドを切り換えます。
・テープモード時には、演奏面を切り換えます。
・CDモード時には、最初の曲から演奏します。
・CDチェンジャーモード時には、マガジンの
切り換えとマガジンロックをします。

9 α -タッチコントローラー
A ボリュームアップ（▲） / ボリュームダウ
ン（▼）
・音量の調節や、各種設定をします。

B サーチコントロールアップ（ ） / サーチ
コントロールダウン（ ）
・ラジオモード時には、選局します。
・テープモード、CDモード、CDチェン
ジャーモード時には、選曲します。
・各種設定をします。

!オーディオモードボタン（A-M）
ラウドネスボタン（LOUD）
・音質とバランス/フェダーを調整します。
・押し続けると低音と高音を強調します。

"電源ボタン（POWER）
ファンクションボタン（FUNC）
・電源を入れ、各モードに切り換えます。電源
を切るときは押し続けます。（約1秒間）

#テープイジェクトボタン（  ）
・すでにカセットテープが入っているときに
押すと、カセットテープがイジェクトされ
ます。

α -タッチコントローラー
に指をあて

や を選択するに
は、4方向に押します

21

お願い

α-タッチコントローラー�

CD挿入口�

カセットテープ挿入口�

リセットボタン�
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ラジオ�

テープ�

C D

(CDチェンジャー)

モードを選ぶ�

音量を調節する�

バンドを選ぶ�

選局する�

音を消す�

放送局をプリセットする�

ボタン�

電源／ファンクションボタン� バンドボタン�

ボタン�

ボタン�

PS/ASボタン�

別販カードリモコン(RCB-116-500)の使いかた

ラジオの操作各部の名称

リモコンを裏返して、ロック爪を→の方向に押

しながら、ふたを引き出します。

電池（CR2025）を、 を上にして入れます。

「カチッ」と音がするまで、ふたを押し込みま

す。

電池の入れかた

は
じ
め
に

使用を誤ると、電池の破裂や液漏れにより、ケガや火災、
周囲を汚染する原因となりますので、以下の注意事項を
お守りください。
・指定電池以外は使用しない。
・電池を交換するときは、極性の向きを間違えないように
正しく入れる。
・電池を加熱したり、火や水の中に入れない。また、分解し
ない。
・使用済みの電池は、定められた場所に廃棄する。

注意

事故防止のため、リモコンの電池は幼児の手の届かない
ところに保管してください。万一お子さまが飲み込んだ
場合は、直ちに医師に相談してください。

警告

        （サーチ）ボタン�

      （プレイ/�
ポーズ）ボタン�

　　（ボリューム）�
  ボタン�

ファンクション（FUNC）/�
電源（POWER）ボタン�

バンドボタン（BAND）�
プログラムボタン（PROG）�
トップボタン（TOP）�
ディスクボタン（DISC）�

ディスプレイボタン�
（DISP）�

スキャンボタン（SCN）�
プリセットスキャンボタン（PS）�
オートストアボタン（AS）�

リピートボタン�
（RPT）�

ランダムボタン�
（RDM）�
ドルビーNRボタン�
（DOLBY NR）�

●プリセットした放送局を確かめら
れます。（プリセットスキャン）

●また、押し続ける（約2秒間）と放
送局を自動的にメモリーします。

●解除するときは、もう1度PS/AS
ボタンを押します。

●電源が入ります。また、押すたび
にモードが切り換わります。

押し続ける（約１秒間）と、電源が切
れます。

●ミュート（消音）機能をON/OFFし
ます。

●メモリーした放送局を呼び出しま
す。

●受信バンドを切り換えます。

〈参考〉
DSP（DPS7450など）を接続し
たときは、以下の操作を行ってく
ださい。

本機にリモコンの届かない範囲
で、リモコンのファンクションボ
タンを押しながら、▲ボタンを押
し続け（2秒間）ます。押すたび
に、センターユニットまたは
DSPの音量調節に切り換えるこ
とができます。

裏面�

ロック爪�
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モードを選ぶ� 最初の曲から演奏する�

選曲する�

音量を調節する�

繰り返す�

ランダム演奏する�

曲を探す�

CDを切り換える�
ラジオ�

テープ�

C D

(CDチェンジャー)

演奏する�

電源／ファンクションボタン� トップボタン�

ボタン�

ボタン�

リピートボタン�

ランダムボタン�

スキャンボタン�

ディスクボタン�

ボタン�

ラジオ�

テープ�

C D

(CDチェンジャー)

モードを選ぶ�

電源／ファンクションボタン� プログラムボタン�

演奏面を切り換える�

ボタン�

選曲する�

曲を探す�

スキャンボタン�

演奏する�

ボタン�
音量を調節する�

ボタン�

繰り返す/曲間をとばす�
リピートボタン�

ドルビーNR
ドルビーNRボタン�

CDの操作（CDチェンジャーの操作）カセットテープの操作

カードリモコンの使いかた

は
じ
め
に

●電源が入ります。また、押すたび
にモードが切り換わります。

押し続ける（約１秒間）と、電源が切
れます。

●繰り返し演奏します。
●解除するときは、もう1度リピー
トボタンを押します。
●また、押し続ける（約2秒間）とブ
ランクスキップ機能をON/OFFし
ます。

●早送り・巻戻しをします。
●2回押すと、頭出しをします。
（APC頭出し）

●FFスキャン演奏します。
●解除するときは、もう1度スキャ
ンボタンを押します。

●演奏と一時停止をします。

押し続ける（約1秒間）と、電源が切れます。

●電源が入る。また、押すたびに
モードが切り換わります。

●繰り返し演奏します。
●解除するときは、もう1度リピー
トボタンを押します。
●押し続ける（約2秒間）と、CDの繰
り返し演奏をします。
　（CDチェンジャーモード時）

●解除するときは、もう1度ランダ
ムボタンを押します。
●押し続ける（約2秒間）と、CDチェ
ンジャー内の全CDをランダムに
演奏します。
　（CDチェンジャーモード時）

●次のCDを演奏します。（CDチェ
ンジャーモード時）

●押し続けると早送り/早戻し演奏を
します。

●スキャン演奏します。
●解除するときは、もう1度スキャ
ンボタンを押します。

●押し続ける（約2秒間）と、CDチェ
ンジャー内の全CDの1曲目をス
キャン演奏します。（CDチェン
ジャーモード時）

●演奏と一時停止をします。

●ドルビーノイズリダクションを切
り換えます。
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モード表示�

キャラクター表示�

時計表示�

表示を切り換える�

�
［ラジオモード時］［テープモード時］�

プレイ表示�

キャラクター表示�

時計表示�

［CDモード/CDチェンジャーモード時］�

トラックNo.表示�

プレイタイム表示�

時計表示�

パターン1�
(Sound Beat)�

�
パターン2�
(Pinball)�

�
パターン3�

(Starry Night)�
�

パターン4�
(Cross Beat)

パターン6�
(Sound Radar)�

�
パターン5�

(Triple Bomb)

ディスプレイボタン�

�

カードリモコンの使いかた

表示を切り換える

●次のように表示を切り換えます。 ●押し続ける（約1秒間）と、次のように
スペアナ表示を切り換えます。

準備する

　電源を入れる......................................................................................14
　音量を調節する..................................................................................14
　モードを選ぶ......................................................................................14
　表示を切り換える..............................................................................15
　音質を調整する..................................................................................16
　ラウドネス効果をON/OFFする .....................................................16
　バランス、フェダーを調整する ........................................................17
　スペアナを楽しむ..............................................................................18
　スペアナパターンを切り換える ......................................................18
　感度を切り換える（SPEANA SENS）...........................................18
　スペアナパターンについて ..............................................................19
　時刻を合わせる..................................................................................20

ラジオ放送を聴く

　ラジオモードを選ぶ ..........................................................................21
　選局する .............................................................................................21
　AMステレオを切り換える ...............................................................22
　音を消す（ミュート）..........................................................................22
　自動選局/手動選局する ....................................................................23
　自動選局する（SEEK選局）..............................................................23
　手動選局する（MANUAL選局）.......................................................23
　放送局をメモリーする（プリセットメモリー）...............................24
　プリセットメモリーする ..................................................................24
　自動メモリーする（オートストア機能）..........................................25
　聴きたい放送を探す（プリセットスキャン）...................................25

カセットテープを聴く

　カセットテープを入れる ..................................................................26
　すでに入っているカセットテープを聴く.......................................27
　カセットテープの演奏面を切り換える...........................................27
　早送り/巻戻しする ............................................................................28
　曲の頭出しをするには（APC機能）.................................................28
　ドルビーノイズリダクションで録音されたカセットテープを
　聴く（ドルビーNR）...........................................................................29
　聴きたい曲を探す（FFスキャン演奏）.............................................29
　曲間をとばして聴く（ブランクスキップ）.......................................30
　繰り返し聴く（リピート演奏）..........................................................30

CDを聴く

　CDを入れる .......................................................................................31
　すでに入っているCDを聴く............................................................32
　曲を選ぶ .............................................................................................33
　早送り/早戻しする ............................................................................34
　最初の曲から聴く（トップ機能）......................................................34
　聴きたい曲を探す（スキャン演奏）..................................................35
　繰り返し聴く（リピート演奏）..........................................................35
　ランダムに演奏を聴く（ランダム演奏）..........................................36

設定する

　ルーレットイルミ表示のON/OFFを切り換える ..........................37
　ルーレットイルミボタンの照明色を切り換える...........................37
　操作音（BEEP）のON/OFFを切り換える ......................................38
　DSPを接続したときには.................................................................38
　イコライザーを接続したときには ..................................................38
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準備する

  電源を入れる

  音量を調節する

α-タッチコントローラーを または 方向に押す

➜ 大きくなります。

  モードを選ぶ

ファンクションボタンを押す

➜ 押すたびに、右のように切り換わります。

ディスプレイボタンを押して、表示を選ぶ

周波数表示

・接続していない機器の
モードは表示されませ
ん。
・カセットテープが入って
いないときには「CASS」
が点滅します。
・CDが入っていないとき
や、CDチェンジャーモー
ド時にチェンジャーに
CDやマガジンが入って
いないときには、「DISC」
が点滅します。

テープモードの場合には、
次のように表示されます。

➜ 小さくなります。

電源ボタンを押す

表示を切り換える

CDモード時、CDチェン
ジャーモード時には、次の
ように表示されます。

基
本
の
操
作
　
　
準
備
す
る

注意
運転中は車外の音が聞こ
える程度の音量にしてく
ださい。

キャラクター表示

時計表示

電源ボタン�
ファンクションボタン�

α-タッチコント�
ローラー�
�

•バッテリーあがり防止の
ため、本機の操作は、でき
るだけエンジンをかけた
状態で行ってください。

•時刻の設定は、20ページ
をご覧ください。

前回の操作終了時のモード
が表示されます。

電源を切るときは...
電源ボタンを押し続ける。
（約1秒間）

＜ラジオモード時の表示例＞

➜ 押すたびに、次のように切り換わります。（ラジオモードの場合）

ディスプレイボタン�

ラジオ�

カセット�

CD

CDチェンジャー�

キャラクター表示�

プレイ表示�

時計表示�

トラックNO.表示�

プレイタイム表示�

時計表示�

時計表示を選択したとき
に、他のボタン操作を行う
と、選択されたモードの表
示に切り換わりますが、約
4秒後に時計表示に戻りま
す。
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バランス、フェダーを調整する

1 オーディオモードボタンを押して、BAL/FAD（バラン
ス/フェダー調整）を選ぶ

➜ 押すたびに、右のように切り換わります。

2 α-タッチコントローラーで調整する

音質を調整する

1 オーディオモードボタンを押して、BASS/TREB（バ
ス/トレブル調整）を選ぶ

➜ 押すたびに、右のように切り換わります。

2 α-タッチコントローラーで調整する

基
本
の
操
作
　
　
準
備
す
る

左のスピーカーの
音が強調される

右のスピーカーの
音が強調される

＜左右のスピーカー（BAL）の調整＞

➜ ONになると、「LD」が点灯してラウドネスの効いた音になります。
OFFにするには、もう1度
押し続け（約2秒間）ます。

α-タッチコント�
ローラー�
�
オーディオモード�
ボタン�
ラウドネスボタン�

強調される

＜低音部（BASS）の調整＞ ＜高音部（TREB）の調整＞

減衰さ
れる

減衰される
➜ 約7秒後に元の表示に戻ります。

  ラウドネス効果をON/OFFする

ラウドネスボタンを押し続ける（約2秒間）小音量でお聴きになるとき
には...
小音量でお聴きになるとき
には、低音と高音を強調す
るラウドネスの自然な音質
をおすすめします。

α-タッチコント�
ローラー�
�
オーディオモード�
ボタン�

＜前後のスピーカー（FAD）の調整＞

前のスピーカーの
音が強調される

後ろのスピーカー
の音が強調される

➜ 約7秒後に元の表示に戻ります。

BASS/TREB

元のモード�

BAL/FAD

BASS/TREB

元のモード�

BAL/FAD

強調さ
れる
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スペアナを楽しむ

  スペアナパターンを切り換える

ディスプレイボタンを押し続ける（約1秒間）

➜ 約1秒間押し続けるたびに、スペアナパターンが次のように切り換わります。

  感度を切り換える（SPEANA SENS）

ディスプレイボタンを押しながら、ルーレットイルミボタン
の5を押す

初期設定は「NORMAL」で
す。 ➜ 押すたびに、右のように切り換わります。

  スペアナパターンについて

パターン1（Sound Beat）
各周波数のサウンドレベルが、下
から上に、まるで生きているかの
ように躍動します。

パターン2（Pinball）
サウンドレベルのピーク値が次々
とサウンドレベルのピーク値に押
し上げられて、ピンボールのよう
に跳ね上がります。

パターン3（Starry Night）
各周波数のサウンドレベルが、上
から下へ、夜空の星屑のように降
りそそぎます。

パターン4（Cross Beat）
サウンドレベルが交互に表示され
ます。

パターン5（Triple Bomb）
低音、中音、高音のサウンドレベル
が、爆発するように表示されます。

パターン6（Sound Radar）
各周波数のサウンドレベルを上か
ら下にスキャンして、スキャンし
たサウンドレベルのピーク値を表
示します。

パターン1（Sound Beat）�

パターン2（Pinball）�

パターン3（Starry Night）�

パターン4（Cross Beat）�

パターン5（Triple Bomb）�

パターン6（Sound Radar）�

基
本
の
操
作
　
　
準
備
す
る

ルーレットイルミ�
ボタン5

ディスプレイボタン�

スペクトラムアナライ
ザー（スペアナ）とは
周波数分析のことで、い
くつかの周波数のサウ
ンドレベルをディスプ
レイに表示します。
本機は、6種類のパター
ンから、お好みにより選
ぶことができます。

スペクトラムアナライザー
のサウンドレベル表示は、
次のようなときには表示し
ません。
・ラジオモード時のシーク
選局中、プリセットスキャ
ン中、オートストア中。
・テープモード時の早送り/
巻戻し中、APC頭出し、
FFスキャンの早送り中や
「CASS」表示中。
・CDモード時、CDチェン
ジャーモード時のスキャ
ン演奏中、早送り/早戻し
中、「DISC」表示中。
・エラー表示中。
・消音（ミュート）中、一時停
止中。

スペクトラムアナライザー
の感度について...
スペクトラムアナライザー
の感度（SENSITIVITY）
は、パターン表示の感度で
す。感度を切り換えること
で音量が変わることはあり
ません。

HIGH

NORMAL

LOW
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α -タッチコントローラーを または 方向に押し
て、時または分を選ぶ

時刻を合わせる ラジオ放送を聴く

1 ファンクションボタンを押して、ラジオモードを選ぶ

  ラジオモードを選ぶ

基
本
の
操
作
　
　
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
く

1 ディスプレイボタンを押して、時計表示を選ぶ

2 バンドボタンを押しながら、ルーレットイルミボタン
の4を押す

3

・時刻を合わせる途中で他
のボタンを操作すると、時
刻は調整されません。
・点検や修理などでバッテ
リーをはずしたときには、
もう1度時刻合わせをし
てください。

点滅している項目を調整で
きます。

5 バンドボタンを押す

➜ 時刻が設定されます。

ルーレットイルミ�
ボタン�

ファンクション�
ボタン�

バンドボタン�

時計表示について
本機は、車のエンジン作
動時（ACC ON時）に時
計を表示します。
時計は12時間表示で
す。

4 α-タッチコントローラーを または 方向に押して
時刻を合わせる

プリセット選局につい
て
あらかじめメモリーし
てある放送局を選局す
る機能です。

＜ルーレットイルミボタン2を押した場合の表示例＞

2 バンドボタンを押して、FM1、FM2またはAM1、
AM2を選ぶ

  選局する

3 ルーレットイルミボタン（1から6）を押して、聴きたい
放送局を選ぶ

ファンクションボタンを押
すたびに、モードが切り換
わります。（接続していない
機器のモードは表示しませ
ん）

メモリーするときは、「放送
局をメモリーする」（24
ページ）をご覧ください。

バンドボタンを押すたび
に、バンドが切り換わりま
す。

ラジオモード�

テープモード�

CDモード�

CDチェンジャーモード�

FM1

FM2

AM1

AM2

➜ 時刻設定モードになります。
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自動選局/手動選局するラジオ放送を聴く

2 「SRCH」が消灯しているときは、バンドボタンを押し
続ける（約2秒間）

  自動選局する（SEEK選局）

➜ 「SRCH」が点灯すると、自動選局です。

➜ 放送のあるところで、自動的に選局が止まります。

2 「SRCH」が点灯しているときは、バンドボタンを押し
続ける（約2秒間）

  手動選局する（MANUAL選局）

➜ 「SRCH」が消灯すると、手動選局です。

3 α -タッチコントローラーを または 方向に押し
て、放送のあるところに合わせる

3 α-タッチコントローラーを または 方向に押す

1 バンドボタンを押して、AMバンド（AM1または
AM2）を選ぶ

  AMステレオを切り換える
初期設定は「STEREO」で
す。

1 バンドボタンを押して、FM1、FM2またはAM1、
AM2を選ぶ

AMステレオに戻すには...
もう1度バンドボタンを押
しながらルーレットイルミ
ボタンの6を押すと、ディ
スプレイに「AM ST」と表
示され、AMステレオに設
定されます。

受信したい放送局の電波が
弱い場合などは、「MONO」
（モノラル）に設定すると、
より良好な受信ができま
す。

もとの音量に戻すには...
もう1度ミュートボタンを
押します。

基
本
の
操
作
　
　
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
く

➜ 「AM Mono」と表示され、AMモノラル放送に設定されます。

  音を消す（ミュート）

ミュートボタンを押す

2 バンドボタンを押しながら、ルーレットイルミボタン
の6を押す

ミュートボタン�

バンドボタン�

ルーレットイルミ�
ボタン6

バンドボタン�

α-タッチコント�
ローラー�
�
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放送局をメモリーする（プリセットメモリー）

1 バンドボタンを押して、メモリーしたいバンド
（FM1、FM2またはAM1、AM2）を選ぶ

  プリセットメモリーする

2 α -タッチコントローラーを または 方向に押して、
メモリーしたい放送局を選ぶ

3 メモリーさせたいルーレットイルミボタン（1～6）を押
し続ける（約2秒間）

➜ メモリーされると、ルーレットイルミボタンの番号が点灯し、「ピー」と鳴
ります。

選局については、「自動選
局/手動選局する」（23ペー
ジ）をご覧ください。

1 バンドボタンを押して、メモリーさせたいバンド
（FM1、FM2またはAM1、AM2）を選ぶ

  自動メモリーする（オートストア機能）

2 オートストアボタンを押し続ける（約2秒間）

➜ 自動的に、受信電波の強い放送局がルーレットイルミボタン（1～6）にメ
モリーされていきます。

プリセットスキャンを解除
するには...
もう1度、プリセットス
キャンボタンを押してくだ
さい。ボタンを押していた
ときに受信していた放送局
を受信します。

・自動メモリーをすると、こ
れまでメモリーされてい
た放送局は消去されま
す。
・メモリーできる放送局が
6局に満たない場合は、低
い周波数に戻ってからメ
モリーします。また、自動
メモリーを2回繰り返し
ても6局に満たない場合
は、メモリーされなかっ
たルーレットイルミボタ
ンにはそれまでのメモ
リー内容が残っていま
す。
・すでにメモリーされてい
る放送局を、別のルー
レットイルミボタンにメ
モリーすることはありま
せん。

＜ルーレットイルミボタン5を押した場合の表示例＞

プリセットスキャンボタ
ンを押し続ける（約2秒
間）と、オートストア機能
になります。ご注意くだ
さい。

基
本
の
操
作
　
　
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
く

α-タッチコント�
ローラー�
�

ルーレットイルミ�
ボタン�

バンドボタン�

オートストアボタン�
プリセットスキャン�
ボタン� バンドボタン�

プリセットメモリーに
ついて
プリセットメモリーで
きるのは、FM1、FM2、
AM1、AM2各6局、合
計で24局です。

オートストア機能につ
いて
自動受信した放送局を、
自動的にプリセットメ
モリーします。

  放送を確かめる（プリセットスキャン）

プリセットスキャンボタンを押す

➜ メモリーしている放送局を、順に約7秒間ずつ受信します。また受信でき
ない放送局はとばして、次の放送局を受信します。

ご注意
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カセットテープを聴く

  カセットテープを入れる

テープ挿入口にカセットテープを入れる

  すでに入っているカセットテープを聴く

ファンクションボタンを押して、テープモードを選ぶ

➜ テープモードになると、自動的に演奏がはじまります。

■演奏を止める（一時停止する）には

プレイ/ポーズボタンを押す

  カセットテープの演奏面を切り換える

プログラムボタンを押す

オートリバース機能に
ついて...
テープが終端にくると、自動的
に演奏面が切り換わります。

ファンクションボタンを押
すたびに、モードが切り換
わります。（接続していない
機器のモードは表示しませ
ん）

・カセットテープは、テー
プ面を右側にして入れて
ください。
・すでにカセットテープが
入っていると、入れられ
ません。無理に入れない
でください。

カセットテープの下面を演
奏（リワインド再生）してい
るときは時計回りに点灯し
ます。

基
本
の
操
作
　
　
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
聴
く

テープ挿入口に手や指を
入れないでください。また
異物を入れないでくださ
い。
また、変形しているカセッ
トテープは使用しないで
ください。

注意

ディスプレイボタンを押す
たびに、表示が切り換わり
ます。（テープモード時）

オートシャットドア機能に
ついて...
カセットテープの挿入/排
出時に自動的にドアが閉ま
り、ゴミやホコリからテー
プメカニズムを守ります。

テープ挿入口�

テープイジェクト�
ボタン�

➜ テープ挿入口のドアが開き、テープがイジェクトされます。

➜ テープ挿入口のドアが閉まり、演奏がはじまります。

■カセットテープを取出すには

テープイジェクトボタンを押す
オートメタルセレクト機能
について...
メタル・クロームテープ
（70μsec）を入れると、自
動的にメタルテープに対応
します。（ディスプレイ表示
はしません）

ルーレットイルミ表示

カセットテープが入ってい
ないときは、ルーレットイ
ルミは点灯しません。

プレイ/ポーズ�
ボタン�

ファンクション�
ボタン�

プログラムボタン�

続けて演奏を聴きたいとき
には...
もう1度、プレイ/ポーズボ
タンを押してください。

ルーレットイルミ表示

カセットテープの上面を演
奏（フォワード再生）してい
るときは反時計回りに点灯
します。

キャラクター表示�

プレイ表示�

時計表示�

ラジオモード�

テープモード�

CDモード�

CDチェンジャーモード�
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カセットテープを聴く

  早送り/巻戻しする

早送りするときには、α-タッチコントローラーを 方向に押す

➜ テープが早送りされ、終端にくると、自動的に裏面の演奏をはじめます。

巻戻しするときには、α-タッチコントローラーを 方向に押す

➜ テープが巻き戻され、始端にくると、自動的に演奏をはじめます。

曲の頭出しをするには. . .
（APC機能：Auto Pro-
gram Control）
・α-タッチコントローラー
を 方向に続けて2回押
すと、ディスプレイに
「APC」を表示し、次の曲
の頭から演奏をはじめま
す。（F-APC）
・α-タッチコントローラー
を 方向に続けて2回押
すと、ディスプレイに
「APC」を表示し、いま聴
いている曲の頭から演奏
をはじめます。（R-APC）
・頭出しを中止するときは、
もう1度α -タッチコント
ローラーを または
方向に押すか、プレイ/
ポーズボタンを押してく
ださい。

ドルビーノイズリダクションで録音されたカセッ
トテープを聴く（ドルビーNR）

ドルビーNRボタンを押す

ドルビーNRボタンを押す
たびに、次のように切り換
わります。

ドルビーノイズリダクショ
ンは、ドルビーラボラト
リーズライセンシングコー
ポレーションからの実施権
に基づき製造されていま
す。
ドルビー、DOLBYおよび
ダブルD記号は、ドルビー
ラボラトリーズライセンシ
ングコーポレーションの商
標です。

■ドルビーNRを解除するには

もう1度ドルビーNRボタンを押して、「B NR」表示を消す

スキャンボタンを押す

➜ ディスプレイに「SCN」が点灯して、カセットテープに録音されている曲
が約10秒間ずつ演奏されます。

  聴きたい曲を探す（FFスキャン演奏）

■探している曲が演奏されたら

もう1度、スキャンボタンを押す

➜ ディスプレイに「B NR」が点灯して、ドルビーノイズリダクションが設定
されます。

➜ ディスプレイの「SCN」が消灯して、その曲が演奏されます。

ルーレットイルミ表示

早送り/巻戻し、APC機能頭
出し、FFスキャン、リピート
演奏での巻戻し、ブランクス
キップの早送りをしている
ときは、ルーレットイルミが
早回しで点灯します。

モニター機能について...
テープの早送り/巻戻し中
や、頭出し中、APC動作中
に他のモードに切り換えた
場合、テープメカはこれら
の動作が終了してから止ま
ります。

基
本
の
操
作
　
　
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
聴
く

α-タッチコント�
ローラー�
� スキャンボタン�

ドルビーNRボタン�

ドルビーノイズリダク
ションシステムについて
録音時に高い周波数部
分のレベルを上げ、演奏
時に元に戻すことで、カ
セットテープ特有の
「サー」というノイズ音
を小さくするシステム
です。

B NR

OFF
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カセットテープを聴く

ブランクを検出して早送り
しているときにブランクス
キップを解除した場合は、
演奏をはじめます。

  曲間をとばして聴く（ブランクスキップ）

➜ ディスプレイに「BLS」が点灯し、約12秒以上の無録音部分をスキップしま
す。また、スキップした後は、ブランクスキップの待機状態になります。

CDを聴く

  CDを入れる

CD挿入口にCDを入れる

CDイジェクトボタンを押す

ブランクスキップボタンを押し続ける（約2秒間）

■ブランクスキップを解除するには

もう1度ブランクスキップボタンを押し続けて（約2秒間）、
「BLS」表示を消す

リピートボタンを押す

  繰り返し聴く（リピート演奏）

➜ ディスプレイに「RPT」が点灯し、いま演奏している曲が繰り返し演奏され
ます。

■通常の演奏に戻すには

もう1度、リピートボタンを押す

➜ ディスプレイの「RPT」が消灯して、演奏している曲から通常の演奏になり
ます。

基
本
の
操
作
　
　
C
D
を
聴
く

・CD挿入口に手や指を入
れないでください。また、
異物を入れないでくださ
い。

・セロハンテープやレンタ
ルCDのラベルなどの糊
がはみ出していたり、は
がした痕があるCDは入
れないでください。CDが
取り出せなくなったり、
故障の原因となります。

注意

■CDを取出すには

➜ 演奏がはじまります。

ブランクスキップ�
ボタン�
リピートボタン�

CD挿入口�CDイジェクト�
ボタン�

シングルCD（8cmCD）に
ついて...
・シングルCDはアダプター
なしで演奏してください。
・シングルCDを入れると
きには、CD挿入口の右寄
りから入れてください。
・シングルCDの演奏中に
は 、デ ィ ス プ レ イ に
「 」が点灯
します。
・シングルC D の場合は
オートリロードされませ
んので、イジェクトした
ときにはシングルCDを
取り出してください。

・CDをイジェクトしたま
まにしておくと、約15秒
後に本機内に引き込まれ
ます。（オートリロード）

ブランクスキップにつ
いて
カセットテープ演奏中
に無録音部分が約12
秒以上続くと、自動的に
テープを早送りして、録
音されている部分を頭
出しする機能です。

・CDは、レーベル面（タイ
トル等が印刷されている
面）を上側にして入れて
ください。
・すでにCDが入っている
場合（ディスプレイに
「 」が点灯）には、
CDは入れられません。無
理に入れないでくださ
い。

・本機は、 表示のある
コンパクトディスク以外
は使用できません。

ご注意

オートリロード前に無理
にCDを押し込むと、ディ
スク表面にキズのつく恐
れがあります。
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CDを聴く

  すでに入っているCDを聴く

ファンクションボタンを押して、CDモードを選ぶ

■演奏を止める（一時停止する）には

プレイ/ポーズボタンを押す

  曲を選ぶ

次の曲を聴きたいときには、α -タッチコントローラーを
方向に押す

➜ 次の曲が演奏されます。また押した回数だけ先の曲が演奏されます。

前の曲を聴きたいときには、α-タッチコントローラーを
方向に2回押す

➜ 方向に1回押すと、演奏中の曲を最初から演奏します。さらに押すと、
押した回数だけ前の曲が演奏されます。

➜ CDモードになると、自動的に演奏がはじまります。

ファンクションボタンを押
すたびに、モードが切り換
わります。（接続していない
機器のモードは表示しませ
ん）

ルーレットイルミ表示

CDが入っていないときは、
ルーレットイルミは点灯し
ません。

続けて演奏を聴きたいとき
には...
もう1度、プレイ/ポーズボ
タンを押してください。

ルーレットイルミ表示

CDを演奏しているときは、
時計回りに点灯します。

基
本
の
操
作
　
　
C
D
を
聴
く

プレイ/ポーズ�
ボタン�

ファンクション�
ボタン�

α-タッチコント�
ローラー�
�

ラジオモード�

テープモード�

CDモード�

CDチェンジャーモード�

曲の頭部分を演奏している
ときにα - タッチコント
ローラーを 方向に2回押
すと、2曲前の曲へ戻るこ
とがあります。
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  早送り/早戻しする

早送りするときは、α-タッチコントローラーを 方向に押し
続ける

CDを聴く

スキャン演奏は、演奏して
いる曲の次の曲からはじま
ります。

  聴きたい曲を探す（スキャン演奏）

➜ ディスプレイに「SCN」が点灯し、曲の頭が約10秒間ずつ演奏されます。

■探している曲が演奏されたら

もう1度スキャンボタンを押す

  繰り返し聴く（リピート演奏）

スキャンボタンを押す

➜ ディスプレイの「SCN」が消灯し、いま演奏している曲が演奏されます。

リピートボタンを押す

➜ ディスプレイに「RPT」が点灯し、いま演奏している曲が繰り返し演奏され
ます。

■通常の演奏に戻すには

もう1度、リピートボタンを押す

➜ ディスプレイの「RPT」が消灯して、演奏している曲から通常の演奏になり
ます。

ルーレットイルミ表示

早送りをしているときは、
時計回りに早回りで点灯し
ます。また、早戻しをしてい
るときは、反時計回りに早
回りで点灯します。

基
本
の
操
作
　
　
C
D
を
聴
く

トップ機能について
CDモード時に演奏し
ているCDの最初の曲
から演奏をはじめます。

トップボタン�

α-タッチコント�
ローラー�
�

リピートボタン�

スキャンボタン�

スキャン演奏について
CDに収録されている
全曲を約10秒間ずつ
演奏します。

リピート演奏について
演奏中の曲を繰り返し
演奏します。

早戻しするときは、α-タッチコントローラーを 方向に押し
続ける

  最初の曲から聴く（トップ機能）

トップボタンを押す

➜ 最初の曲（トラックNo.1）から演奏されます。
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CDを聴く

  ランダムに演奏を聴く（ランダム演奏）

➜ ディスプレイに「RDM」が点灯し、演奏しているCDの曲が順不同に演奏さ
れます。

ランダムボタンを押す

■ランダム演奏を解除するには

もう1度ランダムボタンを押す

➜ ディスプレイの「RDM」が消灯し、いま演奏している曲から通常の演奏に
なります。

設定する

  ルーレットイルミ表示のON/OFFを切り換える

ディスプレイボタンを押しながら、ルーレットイルミボタン
の6を押す

ルーレットイルミ表示

ランダム演奏の選曲時に
は、ランダムに点灯します。

➜ ONのときは「ROLL ON」、OFFのときは「ROLL OFF」と表示します。

  ルーレットイルミボタンの照明色を切り換える

ディスプレイボタンを押しながら、ルーレットイルミボタン
の1を押す

ルーレットイルミボタン
（1～6）の照明色を、グリー
ンとアンバーに切り換えら
れます。（ディスプレイや他
のボタンの照明色は変わり
ません）

基
本
の
操
作
　
　
C
D
を
聴
く

ランダムボタン�

ルーレットイルミ�
ボタン1

ルーレットイルミ�
ボタン6

ディスプレイボタン�

ランダム演奏について
CDに収録されている
曲を順不同に演奏しま
す。

ルーレットイルミ表示
について
各モードでの動作状態
を、ルーレットイルミ
ボタンのダブル照明で
イメージグラフィック
スとして表現すること
を、ルーレットイルミ
表示といいます。
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  操作音（BEEP）のON/OFFを切り換える

ディスプレイボタンを押しながら、ルーレットイルミボタン
の4を押す

操作時に鳴る「ピッ」という
音をBEEP音といいます。

設定する

  DSPを接続したときには
DSP（DPS7450など）を
接続するときは、 設定操作
が必要です。

設定後は、 操作の一部が異
なります。

・音量調節は、 DSP側で行
います。
・本機での音量調節、 音質
調整（バス、 トレブル、 ラ
ウドネス）、 バランス、
フェダー調整が行えなく
なります。

解除するときは、 もう1度
手順2の操作をして「DSP
No 」を表示させます。

1 DSPの音量を最小にしてから、本機の音量を最大
（Vol.33）にする

2 ディスプレイボタンを押しながらルーレットイルミボ
タンの2を押し、「DSP Conn」を表示させる

ディスプレイボタンを押しながら、ルーレットイルミボタン
の3を押し、「EQ Conn」を表示させる

イコライザー（EQS7250
など）を接続するときは、
設定操作が必要です。

設定後は、 本機での音質調
整（バス、 トレブル）が行え
なくなります。

解除するときは、 もう1度
同じ操作をして「EQ No 」
を表示させます。

  イコライザーを接続したときには

➜ ONのときは「BEEP ON」、OFFのときは「BEEP OFF」と表示します。

CDチェンジャーの操作

　CDチェンジャーモードを選ぶ............................................... 40

　聴きたいCDを選ぶ .................................................................. 41

　曲を選ぶ.................................................................................... 41

　早送り/早戻しをする .............................................................. 42

　聴きたいマガジンを選ぶ......................................................... 43

　1つのマガジンだけを聴く（マガジンロック）....................... 43

　スキャン演奏させる ................................................................ 44

　ディスクスキャン演奏させる ................................................. 44

　リピート演奏させる ................................................................ 45

　ディスクリピート演奏させる ................................................. 45

　ランダム演奏させる ................................................................ 46
　ディスクランダム演奏させる ................................................. 46

ルーレットイルミ�
ボタン2

ルーレットイルミ�
ボタン4

ルーレットイルミ�
ボタン3

ディスプレイボタン�
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  CDチェンジャーモードを選ぶ

ファンクションボタンを押して、CDチェンジャーモードを
選ぶ

CDチェンジャーの操作

➜ CDチェンジャーモードになると、自動的に演奏がはじまります。

■演奏を止める（一時停止する）には

プレイ/ポーズボタンを押す

・マガジンにCDが入ってい
ないときは、ルーレット
イルミボタンを押しても
受け付けません。
・演奏中のCDをルーレット
イルミボタンで選んだと
きは、そのCDの1曲目に
戻って演奏します。

  聴きたいCDを選ぶ

聴きたいCDを、ルーレットイルミボタン（1～6）で選ぶ

＜ルーレットイルミボタン6を押した場合の表示例＞

  曲を選ぶ

次の曲を聴きたいときには、α-タッチコントローラーを
方向に押す

ルーレットイルミ表示

・演奏しているディスク
No.のルーレットイルミ
ボタンは点滅します。

・演奏していないディスク
No.のルーレットイルミ
ボタンは点灯します。
・マガジンにCDが入ってい
ないディスクNo.のルー
レットイルミボタンは点
灯しません。

ファンクションボタンを押
すたびに、モードが切り換
わります。（接続していない
機器のモードは表示しませ
ん）

・CDチェンジャーにマガ
ジンが入っていないとき
や、マガジン内にCDが
入っていないときには、
「DISC」と点滅表示され
ます。
・ディスプレイボタンを押
すたびに表示が切り換わ
ります。（C D チェン
ジャーモード時）

続けて演奏を聴きたいとき
には
もう1度、プレイ/ポーズボ
タンを押してください。

ルーレットイルミ表示

CDチェンジャーにマガジ
ンが入っていないときは、
点灯しません。

C
D
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

プレイ/ポーズ�
ボタン�

ファンクション�
ボタン�

ルーレットイルミ�
ボタン� α-タッチコント�

ローラー�
�

➜ 次の曲が演奏されます。また押した回数だけ先の曲が演奏されます。

前の曲を聴きたいときには、α-タッチコントローラーを
方向に2回押す

ラジオモード�

テープモード�

CDモード�

CDチェンジャーモード�

トラックNO.表示�

プレイタイム表示�

時計表示�

CD-ROMについて
本機ではCD-ROMを操作できません。
・CDC634/CDC635を接続した場合は、音声部分
のみ再生し、データ部分は無音になります。
・上記以外のCDチェンジャーを接続した場合は、デー
タ部分も再生するため、「サー」（ノイズ）音が出ます。

CDチェンジャーについて
本機は、別販のCDチェ
ンジャーCDC634/
CDC635を接続してコ
ントロールできます。
1つのマガジンには、6
枚のCDが収納できま
す。

➜ 方向に1回押すと、演奏中の曲を最初から演奏します。さらに押すと、
押した回数だけ前の曲が演奏されます。

曲の頭部分を演奏している
ときにα - タッチコント
ローラーを 方向に2回押
すと、2曲前の曲へ戻るこ
とがあります。
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CDチェンジャーの操作

  早送り/早戻しする

早送りするときには、α-タッチコントローラーを 方向に押し
続ける

  聴きたいマガジンを選ぶ

マガジンボタンを押す

➜ 次のマガジンに切り換わり、1枚目のCDの1曲目から演奏をはじめます。

  1つのマガジンだけを聴く（マガジンロック）

マガジンボタンを押し続ける（約2秒間）

➜ ディスプレイに「［　］」が点灯し、現在表示されているマガジンのみが演奏
されます。

■マガジンロックを解除するには

もう1度マガジンボタンを押し続ける（約2秒間）

➜ ディスプレイの「［　］」が消灯し、通常の演奏になります。

マガジンボタンを押すたび
に、マガジンが切り換わり
ます。（CDC1235の場合）

ルーレットイルミ表示

マガジン1を選択したとき
は、3と6が点滅します。
また、マガジン2を選択し
たときは2と5が点滅し
ます。

・マガジンロック中でも、
マガジンを選ぶことがで
きます。選んだ後は、その
マガジンがマガジンロッ
クされます。
・マガジンロックすると、
スキャン演奏やランダム
演奏はロックされたマガ
ジン内で行われます。

C
D
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

α-タッチコント�
ローラー�
� マガジンボタン�

マガジンロックについて
複数のマガジンを収納
できるC D チェン
ジャー（CDC1235）
を接続している場合に、
1つのマガジン内のCD
だけを演奏する機能で
す。
ただし、リモコンではこ
の操作はできません。

早戻しするときには、α-タッチコントローラーを 方向に押し
続ける

←マガジン2

←マガジン1

MAGAZINE 1�
（ 　1）�

MAGAZINE 2�
（ 　 2）�
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CDチェンジャーの操作

  リピート演奏させる

➜ ディスプレイに「RPT」が点灯し、演奏している曲を繰り返し演奏します。

リピートボタンを押す

リピートボタンを押し続ける（約2秒間）

■ディスクリピート演奏を解除するには

もう1度、リピートボタンを押す

➜ ディスプレイの「DISC」と「RPT」が消灯し、通常の演奏になります。

もう1度リピートボタンを押す

➜ ディスプレイの「RPT」が消灯し、通常の演奏になります。

  ディスクリピート演奏させる

■リピート演奏を解除するには

  スキャン演奏させる

➜ ディスプレイに「SCN」が点灯し、CDチェンジャー内の全曲を約10秒間
ずつ演奏します。

スキャンボタンを押す

■スキャン演奏を解除するには

もう1度スキャンボタンを押す

  ディスクスキャン演奏させる

➜ ディスプレイの「SCN」が消灯し、いま演奏している曲から演奏します。

スキャンボタンを押し続ける（約2秒間）

■ディスクスキャン演奏を解除するには

もう1度、スキャンボタンを押す

➜ ディスプレイの「DISC」と「SCN」が消灯し、いま演奏しているCDから演奏
します。

スキャン演奏は、演奏して
いる曲の次の曲からはじま
ります。

ディスクスキャン演奏は、
演奏しているCDの次の
CDからはじまります。

C
D
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

スキャンボタン�

リピートボタン�

リピート演奏について
演奏中の曲を繰り返し
演奏します。

ディスクリピート演奏
について
演奏中のCDを繰り返
し演奏します。

スキャン演奏について
CDチェンジャー内の
CDの全曲を約10秒間
ずつ演奏します。

ディスクスキャン演奏
について
CDチェンジャー内の
全CDの最初の曲を約
10秒間ずつ演奏しま
す。

➜ ディスプレイに「DISC」と「RPT」が点灯し、演奏中のCDを繰り返し演奏
します。

➜ ディスプレイに「DISC」と「SCN」が点灯し、全CDの1曲目を約10秒間ず
つ演奏します。
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CDチェンジャーの操作

  ランダム演奏させる

ランダムボタンを押す

➜ ディスプレイに「DISC」と「RDM」が点灯し、CDチェンジャー内のCDの
曲を順不同に演奏します。

■ディスクランダム演奏を解除するには

もう1度、ランダムボタンを押す

➜ ディスプレイの「DISC」と「RDM」が消灯し、いま演奏している曲から演奏
します。

➜ ディスプレイに「RDM」が点灯し、演奏しているCDの全曲を順不同に演奏
します。

■ランダム演奏を解除するには

もう1度ランダムボタンを押す

➜ ディスプレイの「RDM」が消灯し、いま演奏している曲から演奏します。

  ディスクランダム演奏させる

ランダムボタンを押し続ける（約2秒間）

ルーレットイルミ表示

ランダム/ディスクランダ
ム演奏の選曲時には、ラン
ダムに点灯します。

ランダムボタン�

ランダム演奏について
演奏中のCDの全曲を
順不同に演奏します。

ディスクランダム演奏
について
CDチェンジャー内の
CDの曲を順不同に演
奏します。

システム配線例 ..............................................................................48

　システムアップについて........................................................... 49

アフターサービスについて........................................................... 50

製品構成 .........................................................................................51

故障と思われる前に ...................................................................... 52

エラー表示について ...................................................................... 53

仕様 .................................................................................................54
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システムアップについて

■CDチェンジャーとの接続
別販のCDチェンジャー（CDC634）を接続して、コントロールできます。

■CDデッキ、ビジュアルオーディオシステムユニットとの接続

C-BUSマークのついているCDデッキやビジュアルオーディオシステムユ
ニットなど、外部機器を操作しているときには、本機のディスプレイに
「ACCS」と表示されます。
上記機種の動作中、オーディオモードの調整は本機で行います。また、外
部機器が動作中でも、ファンクションボタンを押すと本機の動作に切り換
わります。

■別販C-BUS拡張ボックス（RCB-037）

CDチェンジャーとC-BUSマークのついているCDデッキなどを同時に接続
する場合、別販のC-BUS拡張ボックスが必要です。

ただし、C-BUSマークのついているCDデッキとビジュアルシステムユ
ニットなどを同時に接続することはできません。

■DSP、EQとの接続
DPS7450やEQS7250などと接続したときは、モード設定が必要で
す。（38ページ参照）

■ナビゲーションシステムとの接続
ナビゲーションシステムは、本機に接続されるビジュアルオーディオシス
テムと接続します。
詳しくは、テレビ、ナビゲーションのそれぞれの機器の取扱説明書をご覧
ください。

システム配線例

■フルオーディオ＋フロント外部アンプシステム

そ
の
他

13ピンC-BUSケーブル�

パワーアンプ�
（2chモード）�

RCAピンケーブル�
※�

フロントスピーカー�リアスピーカー�

CDコントロールAM/FMチューナー付�
CD/カセットデッキアンプ�
ADX4655

6ディスクCDチェンジャー�
CDC634

※RCAピンケーブルは、それぞれの機種に付属しているもの、または別販
品（CCA-300<2m>、CCA-301<5m>）などをご使用ください。
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■保証書
この商品には、保証書が添付されています。お買い求めの際、販売店で所
定事項を記入いたしますので、記入および記載事項をご確認のうえ、大切
に保管してください。なお、保証書は再発行いたしませんので、ご注意く
ださい。

■保証期間
お買い求めの日より1年間です。

■万一故障が発生した場合
保証期間中に、正常な使用状態で故障が発生した場合には、保証の記載内
容に基づいて、無料で修理いたします。
お買い求めの販売店、または最寄りの弊社修理相談窓口にご相談くださ
い。

■保証期間経過後の修理について
修理することにより性能が維持できる場合には、お客様のご要望により、
有料で修理いたします。

本体（ADX4655）
取扱説明書.................................................................... 1部
取付・結線ガイド ........................................................ 1部
安全パンフレット ........................................................ 1部
修理相談窓口リスト .................................................... 1部
保証書 ........................................................................... 1部
電源コード.................................................................... 1本
リードクランプ............................................................ 1本
セムス六角ボルト ........................................................ 8本
サラネジ（M5×8）...................................................... 8本

アフターサービスについて 製品構成

そ
の
他×8 ×8
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現　象

電源が入らない
（音が出ない）

雑音が多い

自動選局で選局でき
ない

音質が悪い

再生の途中で、再生
面が自動的に切り換
わってしまう

頭出しが正しく動作
しない

CDが入らない

CDがすぐ出てしま
う

音飛びする
ノイズなどが入る

電源を入れた直後、
音が良くない

ボタンを押しても動
作しない
ディスプレイが正確
に表示しない

ディスプレイに「エ
ラー表示」が出る

原　因

ヒューズが切れている

配線が不完全

放送局の周波数に合っていない

強い電波の放送局がない

ヘッドが汚れている

ドルビーNRが正しくはたらい
ていない

カセットテープが粗雑に巻かれ
ている

曲間の空きが約4秒間より少な
い

本機の中にCDが入っている

CDを表裏逆に入れている

CDが汚れている

CDに大きい傷やソリがある

湿気の多い場所に駐車したた
め、内部のレンズに水滴がつい
ている

ノイズなどが原因でマイコンが
誤動作している

自己診断機能がはたらき、障害
が発生したことを知らせている

処　置

入っていたのと同じ容量（10A）のヒューズと交
換してください。
再度切れる場合は、お買い求めの販売店、または最
寄りの弊社修理相談窓口にご相談ください。

お買い求めの販売店、または最寄りの弊社修理相
談窓口にご相談ください。

正しい周波数に合わせてください。

手動選局で選局してください。

ヘッドの汚れをクリーニングテープなどで取り除
いてください。

ドルビーNRシステムで録音されたカセットテー
プを聴くときは、ドルビーNRボタンを押してか
らお聴きください。

早送りや巻戻しをして、カセットテープの巻きを
均一にしてください。

約4秒間以上、曲間に空きがあるカセットテープ
を使用してください。

CDをイジェクトしてから入れてください。

CDのレーベル面（タイトル等の印刷されている
面）を上にして入れてください。

CDをやわらかい布でふいてください。

CDを無傷なものに交換してください。

電源を入れた状態で、約1時間乾燥させてくださ
い。

本機の電源を切り、リセットボタンを細い棒など
で約2秒間押してください。

次ページの「エラー表示について」を参照して、内
容を確認してください。

共
　
通

そ
の
他

C
D

テ
ー
プ

ラ
ジ
オ

本機はシステム保護のため、各種の自己診断機能を備えています。
障害が発生したときには、各種のエラーが表示されますので、対処方法に従って障害を取り除いてく
ださい。障害を取り除けば、通常の動作に復帰します。

エラー表示 原　因

本機のCDデッキ内、またはCDチェンジャー
内のCDが引っかかってイジェクトされない
ときの表示

本機のCDデッキ内、またはCDチェンジャー
内のCDに傷などがあり、演奏できないときの
表示

CDチェンジャー内のCDが裏返しに入ってい
るために演奏できないときの表示

カセットテープが引っかかって、イジェクト
されないときの表示

対処方法

引っかかる要素を取り除いてください。CDが
イジェクトされない場合は、機器の故障と思
われますので、販売店にご相談ください。

傷やソリのないCDと交換してください。

CDをイジェクトして、正しく入れ直してくだ
さい。

引っかかる要素を取り除いてください。

故障と思われる前に エラー表示について

そ
の
他

ここで掲載したエラー以外の表示が出たとき
は、52ページを参照してリセットボタンを押
してください。それでも復帰しない場合は、本
体の電源を切り、お買い求めの販売店、または
最寄りの弊社修理相談窓口にご相談くださ
い。

リセットボタン�
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仕　様

■テープデッキ部
トラック方式 ：4トラックコンパクトカセットステレオ
周波数特性 ：30Hz～18kHz
　 30Hz～20kHz（メタルテープ）
SN比（メタルテープ）：DOLBY B NR OFF時 58dB

DOLBY B NR ON時 67dB
チャンネルセパレーション

：45dB（1kHz）
ワウ・フラッター ：0.06％（WRMS）
早送り・巻戻し時間 ：約110秒（C-60）

■CDデッキ部
周波数特性 ：10Hz～20kHz±1dB（EIAJ）
SN比 ：96dB（EIAJ）
ダイナミックレンジ ：95dB（EIAJ）
高調波ひずみ率 ：0.01％（EIAJ）

■FMチューナー部

受信周波数 ：76.0MHz～90.0MHz
実用感度 ：12dBf（新IHF）
50dBクワイティング感度

：18dBf（新IHF）
SN比 ：70dB（IHF・A）
周波数特性 ：30Hz～15kHz±3dB
分離度 ：35dB（1kHz、60dBf）

■AMチューナー部

受信周波数 ：522kHz～1629kHz
実用感度 ：28dBμ
SN比 ：50dB（MONO）
分離度 ：25dB

■オーディオ部

定格出力 ：14W×4（20Hz～20kHz、1％、4Ω）
最大出力 ：30W×4（EIAJ）
トーンコントロール ：BASS ±10dB（100Hz）

TREBLE ±10dB（10kHz）
適合スピーカーインピーダンス

：4Ω（4～8Ω）
ラウドネスコントロール

：＋8dB（100Hz）
　 ＋6dB（10kHz）
　 （音量ボリューム　－32dB）
出力レベル（CD） ：1.8V（負荷10kΩ）

■共通部
電源電圧 ：DC14.4V
接地方式 ：マイナス接地
消費電流 ：3A（1W時）
ヒューズ定格 ：10A
外形寸法 ：178（W）×100（H）×174.2（D）mm

［取付寸法：155(D)mm]
質　量 ：2.7kg

※ここに記載されている仕様および外観は、予告なく変更することがあります。
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